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「市民会議準備会」の開催結果報告 

 
1．実施概要 

当日の実施概要を以下に示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料 3 

（1）実施概要 

○実施日時：平成 22年 7月 24日(土) 
9：30～11：30 

○会  場：岡崎市民会館 

○参 加 者：31名（事務局含まず） 

○傍 聴 者：1名 

（2）内容 

【テーマ】 
・矢作川流域圏懇談会の運営方針の確認 
・矢作川流域圏の課題の共有 

【プログラム】 
・開会、挨拶 
・矢作川流域圏懇談会について 
・市民会議（運営方法）について（案） 
・矢作川流域圏の課題（案）について 
・その他 
・閉会 

会場全体の様子 意見交換の様子 

意見交換の様子 意見交換の様子 
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（3）参加者出欠 

個人 豊田市 在住 小川　明 ○

個人 岡崎市 在住 畔栁　剛 

個人 刈谷市 在住 篠原　敏典 ○

個人 岡崎市 在住 菅原　正 ○

個人 西尾市 在住 田中　一弘 

個人 豊田市 在住 丹羽　八十 ○

個人 西尾市 在住 長谷　輝夫 ○

個人 岡崎市 在住 本多　秀行 ○

代表理事 黒田　武儀 ○

山と農と水事業部担当役員 尾形　修治 ○

アド清流愛護会 会長 倉地　格

共同代表世話人 井上　祥一郎 ○

世話人 松井　賢子 ○

奥矢作森林塾 理事長 大島　光利 ○

乙川を美しくする会 会 長 柴田　辰夫 ○

上矢作ダム問題連絡協議会 会長 畑村　眞吾

上矢作町自治連合会 会長 菱川　和之

加茂川を美しくする会 会長 吉田　武房

中部森林開発研究会 事務局 丹羽　庸介 ○

鳥川ホタル保存会 会長 今泉　清 ○

豊田市自然愛護協会 会長 光岡　金光 ○

豊田市親王町自治会 自治会長 市川　俊策 ○

会長 浅井　光 ○

事務局 高橋　伸夫 ○

早川をよみがえらせる会 代表 篠原　正樹 ○

三河湾浄化市民塾 事務局長 榊原　和久 ○

水と緑を守る会・岡崎 代表 沖　章枝 ○

森を再生する会 会長 神谷　輝幸

矢作川「川会議」 代表 硲　さくら ○

校長（矢作川研究所長） 柴田　一美 ○

事務局（矢作川研究所事務局長） 内田　良平 ○

矢作川環境技術研究会 事務局 星野　智司 ○

矢作川源流の森ねば 理事 三浦　利一

矢作川森林塾 理事長 硲　伸夫 ○

矢作川水系森林ボランティア協会 評議員 西川　早人 ○

矢作川水族館 館長 阿部　夏丸 ○

代表幹事 小澤　祐治 ○

幹事 小野田　正義 ○

矢作川天然アユ調査会 副会長 新見　克也 ○

矢作川をきれいにする会 会長 鈴木　陽子

矢作水源フォレストランド協議会 会長 荒田　雅晴 ○

矢作古川を美しくする会 会長 市川　栄一

役　　職 氏　　名 出席は○

市
民
団
体

所　　属　　等

BlOdeBlO

伊勢・三河湾流域ネットワーク

西三河野鳥の会

矢作川学校

矢作川治水史研究会

個
人
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2．主な意見と対応 

市民会議準備会の議事概要のうち、今後の検討等が必要と思われる意見とその対応は以下に

示すとおり。 
 

質問および意見 準備会での回答 現時点の対応 

・市民会議の参加者は、施策の中にど

のように反映できるのか、また流域

圏全体をとらえるような法制度が

制定されるようになるのかなど期

待を持っているが、それが見える化

という言葉でまとまっており、見え

るようにしてどうするのかが不明

である。 

・「見える化」とは、流域圏の山・川・

海に関わる課題を掘り下げ、問題点

を「見える化」するとともに、どの

ような対策が考えられるのか、ま

た、対策にあたりどのような課題が

あるのかを「見える化」することで

す。 

これにより、効果的・効率的な流域

圏一体の取り組みの推進に、すなわ

ち、参加者の皆さんのネットワーク

化や情報共有および、積極的な意見

交換につなげたいと考えています。

・同左です。 

・1 年に 1～2 回しか会議を開催しな

いとなると、全員の人が自分の思い

や日頃の活動を踏まえて、つぶさに

報告をしたり検討したりする機会

が少ないと思う。 

・会議の回数等は、今後この形態でど

うですかという形で事務局のたた

き台の案をお示ししている段階で

す。 

そのため、運営については市民の皆

さんが主役で進めていただくことと

なりますが、どのような運営の仕方

をしていくのか、今後、議論して決

めていただきたいと考えています。

・同左です。なお、別途、

「資料２：「矢作川流域圏

懇談会」について」の検

討体制（P.5）に示させて

いただいたとおり、皆さ

んのご意見によっては、

勉強会なども必要に応じ

て開催することも視野に

入れております。 

・ホームページを開設する場合は、豊

橋河川事務所のホームページ内で

はなく独立させてほしい。 

・事務局としても、独立したホームペ

ージの立ち上げを考えておりました

が、セキュリティーの問題もあり、

単体で設けるのが難しい状況です。

ただ、豊橋河川事務所のホームペー

ジであれば、基本的には独立したホ

ームページと同じような形態をと

ることが可能なため、検討していま

す。 

・同左の内容で９月中に

は実施できる見込みで

す。 
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質問および意見 準備会での回答 現時点の対応 

・メーリングリストを作成し、市民が

そのメーリングリストを活用して

自由に意見交換ができるようにし

てほしい。 

また、ここにいる者でなければ参加

ができないものでもなくて、開かれ

たメーリングリストとしてほしい。 

・メーリングリストは、セキュリティ

ーの関係で難しいですが、実施する

方向で検討中です。 

ただし、登録された以外の方が参加

するというのは、セキュリティーの

関係で難しいです。 

意見を入れると、それが登録された

方に配信されて、またそれに対して

意見を言う、そして情報を流すとい

ったメーリングリストは実施した

いと思っています。 

・登録されたメンバーを

対象としたメーリング

リストとし、送信され

たメールをメンバー全

員に配信できるような

内容で１０月を目途に

実施できる見込みで

す。 

・市民の立場として会議に参加する意

味があるのか若干不安を持ってい

る。これまでの懇談会が大体そうだ

ったが、市民の意見を聞くだけの形

式に終わることはないか不安であ

る。そのため、言葉で保障していた

だくより、組織的に保障していただ

くことが必要だと感じる。 

・市民の皆さんの意見を必ず実現でき

るように担保するといったことに

対しては確約できません。 

ただし、今までのルールや仕組みな

ど変える努力を行政としてもする

ために会議を開催していますので、

アリバイ工作のために市民を集め

ているわけではないことをご理解

下さい。 

・同左どおり、真摯に対

応させていただきま

す。 

・市民会議は、市民が自主的に運営す

るとのことだが、会議で決定したこ

とは、事務局が支援してくれるの

か。 

例えば、メーリングリストを作ると

なった場合、管理者は事務局が担っ

てくれるのか。 

・事務局の支援については、発生する

費用によって支援内容が変わるの

で、今後相談させて下さい。 

メーリングリストは、市民、学識者、

行政が一堂に会したメーリングリ

ストとして有効活用していただけ

ればと考えています。 

・同左です。 

・行政が、ある判断基準のもとに市民

会議で検討するテーマを設定して

いるが、設立総会のときに既に課題

が仕分けられているというやり方

はいかがなものか。 

本来は、仕分ける基準、考え方を市

民の中で決めるべきではないか。 

・提示した課題は、河川整備計画策定

までにいろいろ検討してきたもの

を整理し、議論するためのたたき台

として出しています。今後、皆様に

議論していただければと考えてい

ます。 

・同左です。 
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質問および意見 準備会での回答 現時点の対応 

・課題（案）について、実際には問題

点になっていないものも入ってい

る。 

自分が課題と思っていることとそ

れが一緒なのかどうか判断できな

いので、何が困ったことなのかが明

確になるような資料をいただきた

い。 

（会議での回答はなし） 

 

・「資料 4：矢作川流域圏
における課題（案）」の

P.12 以降に「委員会等の
意見」として、問題点等

の根拠となった意見を示

しました。 

・市民会議のメンバーが各部会にすべ

て入るとなると、単純に参加者が３

倍になるが、設立総会後に改めてメ

ンバー構成を見直すのか。そうであ

れば、募集をかけるタイミングはい

つごろなのか。 

・参加者の皆さまから、所属したい部

会の希望をお聞きし、メンバーを構

成していく予定です。 

・参加者から参加希望の部

会をお聞きし、「資料２：

矢作川流域圏懇談会につ

いて」の矢作川流域圏懇

談会構成メンバー（案）

（P.13-16）を示しまし

た。 
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3. 第１回市民会議の立ち上げのための座長・副座長について 

 

（1）市民会議暫定座長・副座長の決定 

第１回市民会議の立ち上げのために、山・川・海の地域部会を考慮し、暫定の座長・副座長

として以下の３名を選定し、了承を得ました。この３名の中から暫定座長１名、暫定副座長２

名とし、後日、３名で暫定座長を決定していただくことを決めました。第１回市民会議にむけ、

事務局と調整を行い、開催を暫定座長が招集するものとしました。 

 

・山部会：矢作川水系森林ボランティア協議会 副代表   稲垣 久義氏 

・川部会：矢作川「川会議」         代表    硲  さくら氏 

・海部会：伊勢・三河湾流域ネットワーク   代表世話人 井上 祥一郎氏 

 
 
（2）暫定座長の決定 

平成 22 年 8 月 23 日、豊田市職員会館において、暫定座長・副座長の３名と事務局により、

今後の調整会議を実施し、下記の通り暫定座長を決定しました。 

 

・暫定座長：矢作川「川会議」 代表    硲  さくら氏 
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4．振り返りシートの主な意見 

市民会議準備会の参加者に当日の会議を振り返っていただき、「よかったと思うこと」、「よく

なかったと思うこと」、「これからの進め方への提案」について回答していただいた内容を以下

に整理しました。 
 
■よかったと思うこと 

・ 会議時間帯が午前中だった事。 
・ 休日に開催した事。 
・ 流域圏の内容等について初めての参加であり、勉強になりました。 
・ 矢作川流域圏で活動している団体が集まれたこと。 
・ 矢作川のために日頃活動している団体と初めて一同で集まることができた事。 
・ 市民の方の話しが聞けてよかった。 
・ 意見を切らなかったこと。 
・ 参加市民団体の顔ぶれと、考え方が理解できた事。 
・ いろいろな活動団体の意見を聞けること。 
・ 多くの参加者の発言があったこと。 
・ 本音の意見が多かったので、参加者の本会に対する期待感が伝わってきた。 
・ 第 1 回目の会議でしたが、多くの意見を聞く事ができ、形だけの懇談会にはならないだ
ろうと期待が持てる。 

・ 真剣な活動振りが実感できた。 
・ 全体構想が見えてきた。 
・ 流域という考え方で進めること。 
・ 「懇談会」ができるであろうこと。 
・ とにかくスタートすることと考えます。課題は多く頭が痛むことと思いますが、気持ち

を萎えさせないで行動していただきたいものです。 
・ 内容はこれからのこととして、行政の前向きの取り組み姿勢を感じ取ることができた。

これからも、形だけの実績づくりにならないよう、期待している。 
・ 矢作川流域圏にかかわる様々な団体があることがよくわかりました。各団体との相互連

携は活動内容の発展に重要であることはわかっていても、その存在すらわからない場合

が多いものです。行政的な立場でこうした会を発足していただいたことに感謝します。 
・ 矢作川流域内で活動されている市民団体や個人の方々と連携を図れる機会と考えます。

いろいろな考え方を持って活動されていますが、矢作川の環境を良くしようという意識

は同じだと思い、良い矢作川の取り組みになることを期待します。特に「合意形成」の

取り組みが重要と考えます。 
・ 事前に根回しで、世話役を決めておいた事。 
・ 水害のまとめ資料は有益だった（周知させる為に転用予定）。 
・ 国交省の姿勢。 
・ 事務局の顔が見えた事。考え方が聞けた事。 
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■よくなかったと思うこと 

・ 話しが分りづらかった。 
・ 時間が短く、充分な交流ができなかったこと。 
・ 少し時間が足りないように思いました。 
・ 時間の管理。 
・ 時間が少なく（説明ばかり）、事前に内容はみんな読んでいるので省いてもいいのではな

いか？もっと、みんなが矢作川をどの様に見、考えているのか、これからこの会に何を

期待しているのかを話し合いたかった。 
・ グループで意見交換ができなかったこと。 
・ グループ分けによる討議ができなかった事。 
・ 設立準備会の検討会議としては、設立の準備の検討がなかった点。 
・ たくさんの出席者がそれぞれの立場で、活発な意見が言えるが、時間的な制約で十分な

議論ができるか、本日の会議を見て思う。 
・ 意見がその地域の課題に偏ってしまうこと。 
・ 市民会議の自主運営がうまくいくのか心配になった。課題はそれぞれの立場で意見が対

立するものと思われ、これを地域部会へ持ち上げることになるだろうけど、まとめるこ

とは不可能なので座長が大変。 
・ HP開設等による見える情報集約も一効果と思いますが、これで完了といった感じに取ら
れる説明（説明不足）に思えました。各市民団体や個人の考え方があり、なかなか「合

意形成」は困難かと思います。気苦労が多くなるかと思いますが、思い切った遂行や施

策の決定を期待します。 
・ 行政の前向きの取り組み姿勢に対して、市民サイドの発言が、行政に対する既成概念の

枠にとらわれたものになってしまっていたような気がする。このような活動は、行政と

市民が運命共同体意識を強く持たなければならないし、市民は偏った考えに固まってし

まってはならないと思う。行政になにかやってもらうという期待ではなく、行政と一緒

に何ができるかを考え、行動するべきだろう。 
・ 市民を教育してあげる意識が見え見え。 
・ 説明者が要点を掻い摘んで説明する努力が不足していた事（リハーサルをしていない事）。 
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■これからの進め方への提案 

・ 基本的には事務局の考え方に同意。 
・ 市民活動として、進められるよう期待しています。 
・ 事務局を補佐するボランティアが必要ではないか。会報・新聞等の発行で、各団体を順

次紹介していく事も連携が深まるのでは。 
・ 安全はもちろんですが、安全対策だけでなく美しい川をテーマに、その中に安全・自然・

歴史・観光のもと進めて下さい。 
・ 市民の誇れる川づくり、財産としての川づくり、市民の声の届く会にして下さい。 
・ 懇談会なのか、市民会議なのかが不明確でした。 
・ スタートしてから･･･ボランティアとしては、少し荷が重い（集まることも、時間的にも、

より良いものを目指すほど厳しい）。 
・ 地域別の諸課題、きめ細かい問題も多い。 
・ 市民からのできるだけ多くの声について、対策を立てることが大切。 
・ 部会で長時間かけて十分検討した結果を全体会議で発表検討する（特に各団体の活動発

表の機会もつくる必要有りと感じました）。 
・ 市民対国・役所の構図にならないよう、会議に十分な配慮が必要だと思う。 
・ 市民会議での資料作成や議事録作成など、メンバーに負担がかからない方法。 
・ 市民会議の議長は、メンバーからの選出でない方がよい。 
・ 自由に意見を言える時間割。 
・ やはりビジョンは大切なので、決めていきたいです。 
・ 参加者の連絡先開示。ただし、一人でも反対者いれば開示不可。 
・ コミュニケーションツールとしての”ネット”を使いやすいものにする工夫が必要。 
・ 会場でも発言しましたが、山・川・海の部会が実質的につながることが、活動の成否の

重要な所だと思います。技術者としてのこれ迄の経験と知見にたつと、「濁り」「ケイ素

（Si ）」をキーワードとして上げることができます。山で土が作られ、雨水がその土を通
って川に湧き出し、それが豊かな海を育みます。 

・ みんなの目標・希望を大きな視点で捉え、その目標に向かって前向きに取り組んでいく

事を願っています。それぞれの団体の活動や目標が異なっているので、細かい視点の目

標は難しいと思います。例えば「矢作川の目指す景観」「運命共同体の矢作川の目指す川

とは」「未来に残したい矢作川ってどんな川」など。 
・ 参加した各団体には、それぞれの思いがあるだろうし、活動分野も多岐にわたるように

思う。ピンポイント指向では難しい場合が多いようにも思う。設立趣旨を前面に出して、

将来的な展望を語れる場として発展させたい。 
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・ 河畔を含む河川の環境改善、維持について NPO法人矢作川森林塾が行っているような活
動は、川を愛する気持ちを持った市民にしかできない活動であり、これを行政に期待し

てはならないと思う。行政はこのような活動をいかにバックアップするかを、市民の声

を聞いて考えて欲しい。また、河川改修のような行政が主体の問題については、市民も

行政と一緒になって意見を出し合い、計画を練り上げていく姿勢が必要だと思う。行政

と市民の共同体意識を作り上げていく努力が必要と思う。 
・ 長期目標は「矢作川流域圏の持続的発展」及び「開発と自然のより良い環境の創造」と

思いますが、長い目（10年～50年）で見る必要があると考えます。また私たちの代が変
わっても、流域圏懇談会（仮称）が継続でき、意見交流が図れる場を維持できるような

仕組みになれば良いかと考えます。今日の懇談会は少しの時間でしたが、矢作川に思い

入れのある個人や市民団体の方々の意見は参考になり、意見や問題点の抽出が必要と考

えます。 
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市民会議の参加者紹介 

地域部会 応募用紙での記載内容 
団体名 

山 川 海
代表者 

主な 

所在地 応募の動機 思いと課題 活動歴 

○   小川 明 
愛知県 

豊田市 

4 年前から移り住み大変気に入っ

た土地ですので、貴重な自然や歴史

を残していきたいと思い応募させ

ていただきました。 

大変気に入った土地ですが、高齢化

など社会変化で山の手入れができ

ず、帰属があいまいな土地が心配で

す。 

ささやかですが田畑を耕作しつつ

山暮らしの奥深さを実感しており

ます。 

○ ○  畔柳 剛 
愛知県 

岡崎市 

歴史ある矢作川をしりたくおもい

ました 

あまりよくはわかりませんので、今

後、深めていきたいと思います。 

東京大学大学院愛知演習林 蔵治

先生の研究グループに在籍 

 ○ ○ 篠原 敏典 
愛知県 

刈谷市 

所属団体（刈谷市民会報）で薬師川

浄化中であるが、限られたメンバー

の活動に終わっており市民に広が

らない。その為、監視が不十分で不

法な排水を行う、流域企業の監視や

客観的なデータの採取ができず、不

法行為を阻止できていない。これを

何とかしたい。 

思い：子洪や孫にとって故郷となる

刈谷の川そして三河湾をかつての

50、60 年代のような安心して遊

び、泳げる環境に戻してあげたい。

課題：かなりヘドロが減ったが、流

域企業や一般市民の理解が不足し

ており、不法な排水が絶えない。 

所属団体（刈谷市民会議）で薬師川

浄化中 

 ○  菅原 正 
愛知県 

岡崎市 

岡崎市の広報で知り、興味が湧き参

加したいと思ったため。 

近年ダムによる水質調整ができ、大

水の災害が幸いにして少なくなっ

てきている。その反面河川敷内の樹

木は大きく生長し、大木化しつつあ

る。だが河川雨水の水路である為、

障害物がないことが理想で、竹林、

雑木林の撤去が必要と思います。 

空手道の指導 

個人 

 ○  田中 一弘 
愛知県 

西尾市 

「海と川のクリーン作戦」で除去作

業を除外している「不法投棄による

流出で、河口ヨシ原に滞留するゴ

ミ」の処理法？ 

矢作川と三河湾の浄化が生物の多

様化を図ることは明白で、西三河だ

けでも100を超す多くのボランテ

ィア団体が活動していると聞く。団

体の活動費用(浄化費用)の負担。 
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地域部会 応募用紙での記載内容 
団体名 

山 川 海
代表者 

主な 

所在地 応募の動機 思いと課題 活動歴 

○ ○  丹羽 八十 
愛知県 

豊田市 

昨年 7 月から矢作川右岸モニター

を担当させていただき、関心がある

為 

川上から川下、さらに沿岸海域の地

域住民が共通認識を見つけ、課題に

取り組むコミュニティ作りは意義

ある事。 

将来にわたって矢作川の豊富な水

量の利用率向上と上流水質を下流

域まで確保させる工夫が喫緊の課

題。 

昨年 7 月から矢作川右岸（篭川合

流点～水源橋）モニターを担当 

 ○  長谷 輝夫 
愛知県 

西尾市 

動植物の生育・生育環境の保全再

生。良好な水質の維持、上下流交流。

河川利用。河川整備の促進・充実 

7と同義課題 上下流交流 

個人 

 ○ ○ 本多 秀行 
愛知県 

岡崎市 

日本一の河川をつくりたい。日本川

百選の一位にしたい。 

川は人が育った源点です。この財産

であり全ての源点を生かせば町は

よくなります。生物多様性の名のも

とに外来種や雑木などではよくあ

りません。じまんのできる誇りに思

える川を作る事、市民の心のやすら

ぎの場所をつくらなくてはいけま

せん。生物に配慮した景観をつくる

ことが大切です。桜並木とサイクリ

ングコースを作ってください！ 

乙川での草取りをしています。 
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地域部会 応募用紙での記載内容 
団体名 

山 川 海

代
表
者 

主な 
所在地

設立年
会
員
数

活動目的 
応募の動機 思いと課題 活動歴 

Bio de Bio ○   
黒田

武儀 

愛知県 

新城市 

平成 

21年 

8 月 

13日 

 

｢農と食｣、｢山村と都市と

の連携｣、｢山の役割｣、｢水

の役割｣、｢山と海の連

携｣、｢自然な素材｣、｢自

然体験｣、｢自然な暮ら

し｣、｢芸術、文化｣、｢生

命と健康｣、｢季節行事と

生活習慣｣、｢高齢者、障

害者、地域市民との交

流｣、｢過疎化、高齢化、

少子化対策｣、｢国際交流｣

などに関する事業を行

い、環境の時代の 21 世

紀の｢子育て｣｢親育て｣

｢ひと育て｣｢地域育て｣を

通して、山里に生きるこ

との意味を問い、そこで

の日常の暮らしのありか

たを考え、実践の体験を

通して、持続可能な循環

する暮らしを体感し、体

得し、生態系豊かな循環

する地域社会を実現する

ことを目的とする。(公開

講座、茶摘み体験、田ん

ぼの生き物調査、山林再

生プロジェクト等) 
 

【団体HP】 

http://biodebio.jpn.org/ 

私たちの毎日の暮らし

は、水や空気や食べもの

で支えられています。 

地球上の水の中のごく一

部分でしかない真水の、

その僅かな一部を利用で

きるにすぎない水も、き

れいな空気も、豊かな土

壌も、みんな山の恵みで

す。その山と、里と都市

と海は、流域圏を形成し

ながら、川で結ばれてい

ます。 

今回の、矢作川流域圏を、

ひとつの有機的に結合し

た地域共同体としてとら

え、矢作川のありかたを

問うことによって、総合

的に地域社会の未来像を

描こうとする試みは、21

世紀の新しい時代像を描

く上で、大きな可能性を

持つものとして、高い評

価を与えていいと感じて

います。 

山の源流部に拠点を置く

NPO BIO de BIO とし

て、また、山が私たちの

暮らしの原点だとする、

新しい時代を拓くライフ

スタイルNPOとして、さ

まざまな立場の、多くの

矢作川は、豊川と並んで、

三河湾に注ぐ大河川で

す。長野県や岐阜県の一

部を含む広い範囲の山林

を源流に、かつては主要

な農産地域を形成しなが

ら、現在では世界を代表

するような工業都市群

や、市民生活の拠点とな

る都市群を育み、三河湾

に注いでいます。 

 

矢作川流域圏の未来像を

描ききることは、日本だ

けでなく、世界の河川流

域国の問題を考察し、展

望する上で、非常に大き

な示唆を与えるものと思

います。源流地域から海

に至る諸地域に存在する

諸問題を、個別に分断し

て、場当たり的な対応を

図るのではなく、総合的

に、有機的に、また長長

期的視点と世界的視野に

立って、問題解決を図る

手法そのものが、新しい

拭みとして、広く世界に

大きな示唆を与えうるも

のと考えています。河川

の再生を論じるときも、

指標となるべき生物や景

愛知県三河地

域だけでなく、

岐阜県内でも、

「都市化が進

む地域に残さ

れた里山を、自

然埴生の回復

再生を図りな

がら、都市市民

の関心を深め

ることにより、

市民自身の手

で保全が進む

よう配慮しな

がら再生する」

事業を継続し

ている。 

 

放置された人

工林を自然埴

生を軸にした

多相林化を図

るとともに、多

彩で多様な山

の恵みを、日常

の暮らしに、回

復し活用する

事業を開始し

ている。 

 

源流地域の山

中の沢筋に放
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地域部会 応募用紙での記載内容 
団体名 

山 川 海

代
表
者 

主な 
所在地

設立年
会
員
数

活動目的 
応募の動機 思いと課題 活動歴 

みなさんと、山と里と都

市と海との有機的で持続

的な連携と結合を、生物

多様性をキーワードに考

えてみたいと考えてみた

いと思います。 

とりわけ、高齢化に加え

て、過疎化と少子化に苦

悩する源流地域で、山や

沢、森林や原野、池沼や

河川の保全を日常の営み

とする担い手（＝「百姓」

≠「単なる農業者」）の、

著しい高齢化と減少は、

既に現在でも大きな社会

問題であるにもかかわら

ず、何らの対策も講じら

れないまま、さらに問題

を深刻化させています。 

自然環境に恵まれた、生

物多様性豊かな、希望と

夢のある流域圏づくりの

ために、何よりもまず解

決に向かうべき課題だと

考えています。 

観を多相的に考察するこ

とにより、「柔らかな河川

流域環境」を創出するこ

とになるであろうと想像

しています。 

 

それはかつて私たちが口

ずさんだ「春のうららの

隅田川」であり、「春の小

川」であるだろうとも想

像します。河川や流域圏

地域を、またその再生を、

エネルギーの視点から

も、廃棄物の視点からも、

資源の視点からも、生物

多様性の視点からも、総

合的に、有機的に、再構

築する試みが進むことを

期待しています。 

棄されたまま

のちいさな棚

田を、再生回復

して、農地を回

復すると共に、

山林の保全を

図り、多相林化

を図って、保水

力と水源涵養

力を高め、水質

改善、水量確

保、土壌資源確

保、山林資源の

多彩な活用、市

民との交流に

生かす事業を

開始している。 
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地域部会 応募用紙での記載内容 
団体名 

山 川 海
代表者 

主な 
所在地

設立年 会員数 活動目的 
応募の動機 思いと課題 活動歴 

アド清流愛

護会 
 ○  倉地 格 

愛知県 

豊田市 

平成 8年 

4月 1日 
25名

・ 矢作川及び籠川合流点の水辺

公園の清掃等愛護活動 

・ 平戸橋地域の歴史案内 

主な活動内容は下記の通り。 

・ 矢作川からゴミを無くして、清

流をとりもどそうを 合言葉

に水辺公園の管理と公園造り

を主活動として行っている。 

・ 水辺公園利用者（バーべキュー

等）のマナーの指導を行い「川

に子供の姿と声を求めて」が最

大の目標です。 

・ 平戸橋を中心とした矢作川に

かかわる近代史調査、ガイドブ

ックの発刊、史跡案内、歴史講

座を行っている。 
 

   

伊勢・三河

湾流域 

ネットワー

ク 

○ ○ ○

辻 淳夫 

井上祥一郎 

高山 進 

愛知県 

名古屋市

平成17年

１月 

伊勢・三河湾流域ネットワークは、

市民の視点を中心において伊勢・

三河湾流域の「保全」と「再生」

につながる提案とその活動推進を

図り、豊かな海とその流域の「自

然と暮らし」を市民の手に取り戻

すことを目的とします。 

その提案活動を市民、行政、研究

者、企業の協働事業化によって実

現を目指します。 
 

【団体HP】 

http://www.isemikawa.net/ 

設立の趣旨に

合致している

ため。 

すなわち、山

川里海の連携

を、民学官産

の協働で実現

しようという

会の設立趣旨

に合った呼び

かけであった

から 
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地域部会 応募用紙での記載内容 
団体名 

山 川 海
代表者 

主な 
所在地

設立年 会員数 活動目的 
応募の動機 思いと課題 活動歴 

奥矢作 

森林塾 
○ ○  大島 光利 

岐阜県 

恵那市 

平成１８年

４月１８日

 森林再生、水

質保全、矢作

川流域及び都

市との交流促

進」を基本理

念に活動を行

っておりま

す、参加の皆

様方のご意見

をお聞きした

く、矢作川流

域圏懇談会に

参加を希望し

ました。 

  

乙川を美し

くする会 
 ○  柴田 辰夫 

愛知県 

岡崎市 

昭和 48年

1月 27日

15,294

名

乙川およびその支流を美しくする

ため、地域の住民および本会の趣

旨に賛同するものが一体となって

市民運動を展開し、自然環境の保

全をはかることを目的とする。 

主な活動内容 

・ 河川愛護（草刈、清掃） 

・ 河川監視（パトロール、宣伝広

報） 

・ 美化看板の設置 
 

情報収集のた

め。 

流域住民の連

帯感を高め、

公徳心を培

い、川の清い

流れを失うこ

とのないよう

積極的に住民

運動を展開す

る。 

事業推進会

議、環境保全

監視活動、環

境美化啓発活

動（河川美化

看板の設置、

宣伝車による

河川美化の広

報宣伝）、環

境整備活動

（地域・町内

会ごとに実

施） 

上矢作ダム

問題連絡協

議会 

○   畑村 眞吾   
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地域部会 応募用紙での記載内容 
団体名 

山 川 海
代表者 

主な 
所在地

設立年 会員数 活動目的 
応募の動機 思いと課題 活動歴 

上矢作町自

治連合会 
○   菱川 和之 

岐阜県 

恵那市 
  

本会の目的は、市行政と地域住民

との連絡提携を図り、連帯の高揚

と明るく住みよい郷土をつくるこ

と 

矢作川の上流

域として、連

携を考え自然

環境を 

よりよくする

ために意見交

換をしたい。 

清流を守るた

めに息長く活

動していきた

い。 

  

加茂川を美

しくする会 
 ○  吉田 武房 

愛知県 

豊田市 
昭和 48年

17,000

名

  水量不足、上

流より流れて

くるゴミが多

い 

矢作川支流

（加茂川）の

草刈、ゴミ拾

い、彼岸花等

の植付、寺部

小学校児童の

希望者と一緒

に活動してい

る（毎月1回） 
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地域部会 応募用紙での記載内容 
団体名 

山 川 海
代表者 

主な 
所在地

設立年 会員数 活動目的 
応募の動機 思いと課題 活動歴 

中部森林開

発研究会 
○   梅村 正裕 

愛知県 

豊田市 

昭和 

58年 

4 月 

14支部、

130社 

・将来の林業の活性化をはかるた

め、若手後継者の育成をめざす

・当研究会は地域の生態系の回復

を目指し、水と緑の環境作りを

テーマに「ウッドチップリサイ

クルシステム」を提案していま

す 
 

【団体HP】 

http://www.szken.co.jp/chushinken.ht

ml 

流域は運命共

同体「矢作川

流 域 圏 懇 談

会」設立趣旨

に賛同して。 

高度経済成長

期 40 数年前

の白い川矢作

川から今、多

くの人々の努

力で清流がも

ど り 流 域 の

人々は潤いの

ある安全安心

して生活して

いるこの矢作

川を次の世代

へ継承してゆ

きたいと強く

願う。 

中部森林開発

研究会は創立

28 年目を迎

え、「森林を通

じての環境保

全」をめざし、

矢作川沿岸水

質保全対策協

議会故内藤氏

の 指 導 の も

と、流域の開

発工事から発

生する樹木廃

棄物を100％

資源とし、造

成工事現場か

ら発生する濁

水を竹を使っ

た濁水対策工

法を研究開発

し実践してい

ます。現在は

矢作川流域の

多くの工事現

場で実践して

います。 

鳥川ホタル 

保存会 
 ○  今泉 清 

愛知県 

岡崎市 

平成6年 

5月1日 
60名 

・ホタル保護活動を介して、環境

保全と意識の高揚を図る。 
 

ホタル保護活

動は、水環境

の保全と密接

な結びつきが

あるため 

矢作川は岡崎

地域にとって

重要な河川で

あり、すばら

しい河川であ

ることを願っ

ている。 

1. ホタルを原
点とした水

環境の保全

活動 

2. 「平成の名
水百選」の

維持管理 
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地域部会 応募用紙での記載内容 

団体名 
山 川 海

代表者 
主な 
所在地

設立年 会員数 活動目的 
応募の動機 思いと課題 活動歴 

豊田市自然

愛護協会 
 ○  光岡 金光 

愛知県 

豊田市 
 500人 

豊田市の貴重な動植物、

地質等の保護及び愛護

を図り、併せて自然愛護

思想の普及に努める活

動を進めている。 

平成 22 年度から会

長になりました。矢

作川は豊田市にとっ

ても重要な河川で

す。 

その価値をいっそう

高めるための今後の

展望に接したいと思

いました。 

豊田市の住

民にとって

も、まさに母

なる川です。

いっそう親

しみのもて

る河川に発

展してほし

いと思う。 

豊田市淡水魚類研

究会、天然アユ調査

会などの所属団体

もあり動植等の研

究団体とも情報交

換を行っています。 

豊田市親王

町自治会 
 ○  市川 俊策 

愛知県 

豊田市 
  

河川の倒竹の整理 矢作川流域に居住し

ている個人、又団体

であるから。 

 

足助地域を流れる清

流、巴川、足助川は

全国的に知名度があ

る目玉であるから、

又景観形成にも大。

【思い】 

矢作川上流圏

にあって、下

流域の地域、

又三河湾まで

で過大な影響

が大きい。 

そして未来永

劫まで清流で

あって人々を

楽しませる思

い。 

【課題】 

大雨 （台風）

の時に山の断

面が崩れる。

 

沢の土石流が

怖い。 

・ 川掃除、河岸部

の倒竹の伐採、

整理による景観

整備。 

・ EM菌の投入に

よる水質改善→

河川の大腸菌の

減少が水質検査

で確認される 
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地域部会 応募用紙での記載内容 
団体名 

山 川 海
代表者 

主な 
所在地

設立年 会員数 活動目的 
応募の動機 思いと課題 活動歴 

西三河野鳥

の会 
○ ○ ○     

本会は野鳥に関するす

べての愛好家を以って

組織し、会員相互の親睦

を図ると共に、会員の野

鳥に関する知識を深め、

併せて愛護思想の普及

に努めています。  
 

【団体HP】 

http://nbird.nhki.net/study-

report.html 

 

当会は1970年代よ

り矢作川流域の全域

と沿岸部の 

野鳥及びその他の野

生生物の観察を行っ

てきた。 

この知見を矢作川の

河川行政に活かした

い。 

流域の環境

変化が野鳥、

人へどのよ

うな影響を

与えるか。 

上流、中流、下流域

で野鳥の観察 

 

野鳥及び野生生物

の観察活動 

 

行政や企業への環

境保全提言活動 

早川を 

よみがえら

せる会 

 ○  篠原 正樹 
愛知県 

岡崎市 

平成 

16年 

4 月 

29日 

25名 

有用微生物群（EM）の

利用を中心とした、早川

の水質浄化。 
 

情報交換ができれば

よいし、お誘いをい

ただいたので。 

子どもが外

で遊ばない

と嘆くので

はなく、遊び

たくなる水

辺 環 境 を

我々の手で

とりもどし

てやりたい。

岡崎市で最も汚染

のひどかった早川

に対し、EMによる

浄化活動を試みた。

（愛・地球博での発

表の実例作りとし

て） 

初年度から大量の

オイカワがやって

来るなど生物の

量・種類とも増え続

けているが、昨年は

天然アユが大量に

やって来た。 

三河湾浄化

市民塾 
  ○ 榊原 和久    
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地域部会 応募用紙での記載内容 
団体名 

山 川 海
代表者 

主な 
所在地

設立年 会員数 活動目的 
応募の動機 思いと課題 活動歴 

水と緑を

守る会・岡

崎 

○ ○  沖 章枝 
愛知県 

岡崎市 
  

 NGO の当会を

立ち上げてから

19 年経ちまし

た。次世代にむ

けより良い環境

を保全したいと

考えています。

期間はそれなり

に費やしてきま

したが、実施で

きたことは小さ

いです。ささや

かな行為も熱く

矢作川につなが

っていることを

お伝えできたら

と考えました。

矢作川は木曽

川・豊川と並ん

で愛知県の母

なる川です。意

識するにして

も意識しない

でも誰もが恩

恵を受けてい

ます。しかし川

を取り巻く環

境は良好とは

いえません。水

源地である上

流部の森林の

問題。大小たく

さんある支流

の森林・山の田

の耕作放棄や

水質と水量の

問題など課題

は多いです。 

1993 年 1

月 ～ 2002

年、水源地(乙

川支流)のゴ

ルフ場開発

に伴う水質

汚染問題と

ゲンジボタ

ルの生息地

の保全。7年

間程電気伝

導計による

測定を続け

ました。 

2000 年 4

月～現在、矢

作川河川敷

のゴミ拾い、

年1回。日名

橋～岡崎大

橋(左岸)。 

男川支流、蓬

生川、古部川

地域の耕作

放棄田の復

元活動と生

態系保持を

目的とした

古代米づく

り。 
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地域部会 応募用紙での記載内容 
団体名 

山 川 海
代表者 

主な 
所在地

設立年 会員数 活動目的 
応募の動機 思いと課題 活動歴 

森を再生

する会 
○   神谷 輝幸 

愛知県 

安城市  

平成15年 

12月3日 

(法人認証年

月日) 

 

矢作川･豊川流域住民に対して、委

託又は購入した山林を、間伐･植林

による林層転換に関する事業を行

い、山の治山･治水、緑のダム･水

源の森づくり、都市住民･農家の水

確保、三河湾の浄化に寄与するこ

とを目的とする。 
 

【団体HP】 

http://www.katch.ne.jp/~kamiyaf18/ 

流域住民でつ

くる森づくり

の活動をして

いるから 

矢作川保全の

ために「矢水

協」がせつりつ

されたように、

行政の単位で

なく流域全体

の連携を一層

推進すること

が必要 

間伐、植林、

下草刈りを

行い、生態系

豊かな水源

の森づくり

を行ってい

る。 

家下川を 

美しくす

る会 

 ○  
澤田 明巳 

 

愛知県 

岡崎市 

 

平成 

18年 3月

18日 

男性 

34名 

女性 

2 名 

合計 

36名 

教育の場づくり①子供のための安

心安全な水辺空間づくり 

環境づくり②家下の遊歩道確保、

美化、水辺の土壌、水質浄化、清

掃 

まちづくり③地域、企業、学校、

市行政、県行政との連携 
 

【団体HP】 

http://toyota-shiminkatsudo.net/gnkt0

6/mypage/mypage_group_info.php?gid

=G0000509 

他団体の利用

の参考 

景観の成形維

持の課題と住

民の散策施設

としての多く

の利用を図る

思い 

河川内敷地

の竹切り、藁

刈りと美化 
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地域部会 応募用紙での記載内容 
団体名 

山 川 海
代表者 

主な 
所在地

設立年 会員数 活動目的 
応募の動機 思いと課題 活動歴 

矢作川「川

会議」 

（豊田市矢

作川研究所） 

○ ○  硲 さくら 
愛知県 

豊田市 

平成１３年

５月 
５００名

矢作川流域の自然保全活動を続け

ている諸団体ならびに関係機関が

協働し、これからの活動のあり方

を話し合い「森～川～海」の健全

な水循環を目指して共通認識を図

り、矢作川流域の良好な河川空間

の保全、復元に寄与することを目

的とする。 

矢作川を山か

ら海までしっ

かりとらえ、矢

作川の問題と

して、様々な団

体と目標をも

って考えてい

きたい。 

毎年、諸団体と

1つの目標・課

題（理想の川の

景観）（次世代

に続く川づく

り）（いい川と

は）（市民が描

く矢作川）を持

って考え、ビジ

ョンを作る。 

設 立 か ら 毎

年、５月（矢

作川の日）に

矢作川「川会

議」を開催。 

矢作川宣言の

推進、西の浜

クリーンアッ

プ活動（亀の

子隊）、「川の

日」ワークシ

ョップなど諸

団体との交流 

矢作川学

校 

（豊田市矢

作川研究所） 

 ○  柴田 一美 
愛知県 

豊田市 

平成14年 

5月 
 

矢作川流域で暮らす人々は、長い

歴史の中で川から多くの恵みを受

けながら豊かな自然と文化を育ん

できました。矢作川学校は身近な

自然に関心を寄せ、遊びの体験を

通して、川や里山の自然や文化を

守るとともに、それらを次世代に

継承する子どもを育成する。 
 

【団体HP】 

http://yahagi-ayu.net/yhg_school/yhg_

school.html 

子どもたちが

日頃から矢作

川の自然にふ

れあえる川づ

くりに関わり

たい。 

子どもの声が

聞こえる矢作

川であるため

の場所と組織

づくり。 

小中学校の

総合学習、コ

ミュニティ

ーの自然環

境学習や生

き物観察会

などへの講

師の派遣や、

自然の楽し

さを知り、生

き物とふれ

あうイベン

トを開催し

ている。 
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地域部会 応募用紙での記載内容 
団体名 

山 川 海
代表者 

主な 
所在地

設立年 会員数 活動目的 
応募の動機 思いと課題 活動歴 

矢作川 

環境技術

研究会 

 ○  佐川 匡 名古屋市   

 小研究会は、２

０年以上、矢作

川流域及び周辺

での建設工事等

で水環境保全の

ための仮設防

災・汚濁防止対

策、地域生活環

境への配慮の研

究と実線を展開

しています。こ

の活動が流域の

各主体とより連

携することによ

る相乗効果を考

えて応募しまし

た。 

私たちの流域

を流れる水は

生き物や人々

の生活を健全

に支える重要

な資源です。流

域社会が持続

して発展する

ためには、土地

利用や人の諸

活動において、

自然と人のつ

ながりを考え

て水環境を大

切に育てる配

慮や工夫が多

く求められま

す。多様な生態

系と水利用が

際立つ矢作川

流域圏では流

域の保全と共

生を目指した

施工が引き続

き課題と考え

ています。 

別紙の通り

です。 

（詳細ＵＲ

Ｌ 

:http://ww

w.yakanke

n.jp） 

矢作川源

流の森 

ねば 

○   三浦 利一 

長野県 

下伊那郡

根羽村 

平成 16年

1月 30日
18名 

根羽村の森林整備、森林利用、森

林、環境等の啓蒙普及、森林に関

連した地域の活性化に寄与するこ

とを目的とする。 

矢作川の源流

の地として、下

流域の皆様と

の交流を深め、

共に環境保全

に力を入れた

いから。 
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地域部会 応募用紙での記載内容 
団体名 

山 川 海
代表者 

主な 
所在地

設立年 会員数 活動目的 
応募の動機 思いと課題 活動歴 

矢作川 

森林塾 
○   硲 伸夫 

愛知県 

豊田市 
    

都市部の河畔林の整備 
 

【団体HP】 

http://shinrinj.enat.jp/ 

都市部の河畔

林の整備を行

い、風景と環境

の良い都市河

川をめざす活

動を行ってい

るため。 

矢作川を風景

と環境のモデ

ル河川にした

い 

豊田市「間伐

材利用プロ

ジェクト」委

員長 

間伐ボラン

ティア「小原

こびまの会」

会員 

矢作川漁協

森林塾委員

長 

矢作川水

系 

森林ボラ

ンティア

協議会（矢

森協） 

○ ○  丹羽 健司 
愛知県 

名古屋市

平成14年 

１月１８日 

１２団体

約２４０

名 

間伐などの山仕事を通じて森林の

再生に取り組む。 
 

【団体HP】 

http://www.yamorikyou.com/ 

“流域は一つ、

運命共同体”の

考えから、山

村・森林活性化

を目指してい

る。 

流域全体の活

性化/「森の健

康診断」の全国

展開事業 

森林ボラン

ティアと地

域との協働

モデル林事

業 

「矢作川森

の健康診断」

毎年１回実

施,６年で約

１５００人

の市民が参

加 
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地域部会 応募用紙での記載内容 
団体名 

山 川 海
代表者 

主な 
所在地

設立年 会員数 活動目的 
応募の動機 思いと課題 活動歴 

矢作川水

族館 

（豊田市矢作

川 研 究 所 内 

矢作川学校事

務局） 

 ○   
愛知県 

豊田市 
  

TRY-a（トライ・エー）は、矢作

川水族館の略称であり、矢作川水

族館運営チームの名称である。 

TRY-a は、水槽のない水族館で

す。 矢作川の面白さを知ったあな

たが、 水辺に訪れることを喜びと

します。 

TRY-a は、矢作川を愛する素人集

団です。 および支流の生息魚類を

深く知るための 独自の活動をし、

魚の視線で川の環境を考えます。
 

【団体HP】 

http://www.yahagi-aqua.com/ 

矢作川に生息

する魚類のこ

とを広く伝え

たいため。 

魚類にとって

棲みにくいと

ころがたくさ

んある川なの

で、少しでも良

くなってよし

い。 

ホームペー

ジ上にネッ

ト水族館を

開設。アメリ

カナマズ調

査。豊田市畝

部地区でメ

ダカの生息

場所の再生

活動を実施。

その他、イベ

ントで矢作

川の魚の展

示。 

矢作川治

水史研究

会 

 ○  小澤 祐治 
愛知県 

豊橋市 
  

 当研究会の成

果を生かす場

となるのでは

と思った。 

長年河川行政

に携わってき

た経験から矢

作川の今後に

ついて日頃か

ら関心があり、

有志で当研究

会を立ち上げ、

忘れ去られた

過去の災害記

録の掘り起こ

しを通じて治

水上の課題を

整理分析し、地

域住民等に災

害に備える啓

発活動ができ

たらと考えて

いる。 

平成19年秋

から活動を

開始し、矢作

川の過去の

災害記録な

どの文献・資

料の収集や

河川の現状

記録写真（季

節・経年変化

など）の撮影

を実施中。 
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地域部会 応募用紙での記載内容 
団体名 

山 川 海
代表者 

主な 
所在地

設立年 会員数 活動目的 
応募の動機 思いと課題 活動歴 

矢作川 

天然アユ

調査会 

 ○ ○ 宮田 昌和 
愛知県 

豊田市 

平成 8年 

9月 
７０名 

矢作川ではアユが釣れなくなって

きているため、この原因を探り、

天然のアユが豊富に釣れる矢作川

の復活させようと考えています。

そのため豊田市矢作川研究所と共

に、アユの一生について生態調査

を行っています。 
 

【団体HP】 

http://ayu-chosa.net/ 

矢作川の環境

を知り、天然ア

ユ復活のため

環境づくりに

寄与したい。 

会員が「市民研

究者」という高

い意識を持ち、

天然アユの研

究を通して矢

作川の環境保

全を追及する。 

四季を通し

た矢作川と

三河湾での

生態調査や

その成果を

市民に公表

するシンポ

ジウムの開

催。 

矢作川を 

きれいに

する会 

 ○  鈴木 陽子 

愛知県 

幡豆郡 

一色町 

  

矢作川の環境保全活動 
 

【団体HP】 

http://www.fujiclean.co.jp/fujiclean/sto

ry/vol48/part202.html 

流域圏におけ

る同じ目的の

諸団体との交

流 

高度経済成長

の乱開発の時

代から現在に

かけて、水質保

全活動をして

いる愛され親

しまれる豊か

な清流「母なる

川」矢作川をめ

ざして活動を

続ける 

S46 年から

会の活動が

始まり、ゴル

フ場開発現

場に指導へ

行ったり、工

場の未処理

施設を監視

に行くなど、

他にも天然

石けんを作

り啓発活動

や小中学生

への環境学

習など。 

矢作水源

フォレス

トランド

協議会 

○   荒田 雅晴    
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地域部会 応募用紙での記載内容 
団体名 

山 川 海
代表者 

主な 
所在地

設立年 会員数 活動目的 
応募の動機 思いと課題 活動歴 

矢作古川

を 

美しくす

る会 

 ○  市川 栄一     

堤防、河川敷、水辺の美化活動 ふるさとの川

である矢作川

について、子供

の頃に親しん

だ思い出があ

るので、この川

を今後も美し

い姿にしてい

きたいから。 
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